
工
学
博
士
宮
田
秀
明
氏
の
「
船
舶
の
非
線
形
造

波
に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

業
績
概
要

宮
田
秀
明
氏
の
研
究
業
績
は
、
船
の
波
と
そ
れ
に
よ
る
抵
抗
（
造
波
抵
抗
）

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
波
と
そ
れ
に
よ
る
抵
抗
は
船
舶
の
設
計
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
模
型
実
験
に

よ
る
力
の
計
測
に
頼
っ
て
き
た
（
第
一
期
、
力
の
時
代
）。
一
九
六
〇
年
代
よ
り

船
の
造
る
波
の
研
究
が
進
み
、
波
形
計
測
実
験
や
理
論
的
な
研
究
が
盛
ん
に
な

っ
た
。
し
か
し
対
象
と
し
た
波
は
ケ
ル
ビ
ン
波
と
呼
ば
れ
る
船
よ
り
遠
く
に
伝

播
す
る
線
形
で
分
散
性
の
波
だ
け
で
あ
っ
た
。
近
傍
の
波
は
抵
抗
に
寄
与
し
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
第
二
期
、
線
形
の
時
代
）。
宮
田
氏
は
船

舶
の
大
型
化
、
幅
広
化
が
進
展
し
た
一
九
七
九
年
に
、
船
体
近
傍
の
波
の
非
線

形
性
に
注
目
し
、
物
体
形
状
や
相
似
則
の
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
っ
て
系
統
的
に
変

化
す
る
不
連
続
線
を
形
成
す
る
「
自
由
表
面
衝
撃
波
」
の
存
在
を
実
験
的
に
証

明
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
物
理
現
象
の
特
性
を
考
慮
し
た
設
計
法
と
長

突
出
薄
形
の
船
首
形
状
を
開
発
し
世
界
に
広
め
た
。
更
に
、
非
線
形
波
を
再
現

す
る
数
値
モ
デ
ル
を
開
発
し
、
計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
設
計
を
可

能
に
し
、
船
の
波
と
造
波
抵
抗
の
新
し
い
時
代
（
第
三
期
、
非
線
形
の
時
代
）
を

創
始
し
た
。
第
三
期
の
設
計
法
は
世
界
中
に
広
ま
り
、
結
果
と
し
て
、
過
去
三

〇
年
近
く
の
間
に
、
世
界
の
海
で
運
用
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
船
舶
の
形
状
は
こ

の
研
究
成
果
の
恩
恵
を
受
け
、
造
波
抵
抗
が
二
〇－

五
〇
％
減
り
、
使
用
燃
料

の
節
減
に
よ
っ
て
経
済
的
効
果
と
環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
る
。

１
�
自
由
表
面
衝
撃
波
の
研
究

宮
田
氏
は
、
実
船
の
造
波
現
象
の
観
察
か
ら
、
船
体
ま
わ
り
の
波
の
非
線
形

性
に
着
目
し
、
系
統
的
な
楔
形
模
型
、
極
端
な
鈍
頭
形
状
を
持
つ
模
型
、
先
端

角
が
系
統
的
に
変
化
す
る
模
型
船
な
ど
に
よ
る
豊
富
な
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
一
九
七
九
年
に
船
体
近
傍
場
に
お
け
る
造
波
は
不
連
続
線
を
伴
う
も
の
で

あ
る
こ
と
、
衝
撃
条
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
物
体
先
端
の
角
度
と
フ

ル
ー
ド
数
に
よ
っ
て
垂
直
衝
撃
波
と
斜
め
衝
撃
波
が
存
在
し
、
波
頂
角
が
系
統

的
に
変
化
す
る
こ
と
な
ど
を
明
確
に
示
し
、
空
気
力
学
に
お
け
る
衝
撃
波
と
同

様
の
特
性
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
は

砕
波
な
ど
に
よ
っ
て
散
逸
す
る
と
と
も
に
、
残
り
は
分
散
的
に
遠
方
場
へ
伝
播

し
て
い
く
。
そ
れ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
船
舶
の
ま
わ
り
に
こ
の
よ
う
な

非
線
形
造
波
が
存
在
す
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
自
由

表
面
衝
撃
波
の
発
見
と
特
性
の
明
確
化
は
船
舶
の
形
状
設
計
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
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２
�
自
由
表
面
衝
撃
波
を
考
慮
し
た
船
の
形
の
設
計
法
の
開
発

非
線
形
波
動
に
は
色
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
自
由
表
面
衝
撃
波
は
三
次
元
現

象
で
あ
る
こ
と
や
不
連
続
線
に
お
け
る
散
逸
現
象
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
気
力

学
に
お
け
る
衝
撃
波
や
非
線
形
浅
水
波
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
深
水

域
に
お
け
る
現
象
で
あ
る
の
で
、
空
気
力
学
や
浅
水
波
に
お
け
る
衝
撃
波
理
論

を
直
接
的
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
実
験
結
果
も
援
用
し
て
等

価
な
水
深
を
求
め
特
性
曲
線
法
を
使
う
実
用
的
な
方
法
を
考
案
し
た
。
船
の
種

類
、
大
き
さ
、
速
力
（
フ
ル
ー
ド
数
）、
吃
水
（
水
面
下
深
さ
）
を
考
慮
し
て
、

設
計
条
件
下
で
許
さ
れ
る
限
り
前
方
へ
長
く
突
出
し
、
同
時
に
先
端
角
が
な
る

べ
く
小
さ
く
な
る
よ
う
な
船
首
形
状
つ
ま
り
長
突
出
薄
型
バ
ル
ブ
と
呼
ば
れ
る

も
の
を
開
発
し
た
。
こ
の
設
計
は
一
九
八
〇
年
代
に
世
界
中
に
普
及
し
て
い
っ

た
。

３
�
非
線
形
水
波
現
象
の
た
め
の
数
値
モ
デ
ル
の
開
発

自
由
表
面
衝
撃
波
は
、
水
面
近
傍
の
比
較
的
薄
い
領
域
に
発
生
す
る
現
象
で

あ
る
か
ら
、
従
来
の
衝
撃
波
理
論
を
適
用
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
折
し
も
、

一
九
八
〇
年
代
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
・
普
及
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
時
代
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
数
値
モ
デ
ル
に
よ
る
研
究
を
開
始
し
た
。
ま
ず
有
限
差
分
法

に
よ
る
自
由
表
面
衝
撃
波
の
解
析
を
行
い
、
不
連
続
線
の
形
成
や
系
統
的
な
波

頂
角
の
変
化
な
ど
の
自
由
表
面
衝
撃
波
の
特
徴
的
な
現
象
が
数
値
モ
デ
ル
に
よ

っ
て
再
現
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
後
、
有
限
体
積
法
の
技
術
を
土
台
に

し
て
、
非
線
形
性
の
源
で
あ
る
自
由
表
面
の
取
り
扱
い
、
複
雑
三
次
元
形
状
を

持
つ
船
体
へ
の
適
用
に
お
け
る
困
難
を
克
服
し
て
、
船
の
非
線
形
造
波
問
題
に

適
応
す
る
数
値
モ
デ
ル
を
作
っ
た
。
こ
の
結
果
、
宮
田
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
非

線
形
水
波
に
関
す
る
数
値
流
体
力
学
の
世
界
に
お
い
て
は
、
世
界
の
第
一
人
者

と
な
っ
た
。
一
方
、
過
去
二
〇
年
あ
ま
り
の
間
、
日
本
国
内
で
用
い
ら
れ
る
船

舶
形
状
設
計
用
の
数
値
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
約
半
数
は
、
同
氏
ら
の
成
果
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
、
そ
の
発
展
型
の
手
法
は
海
洋
環
境
問
題
、
製
鉄
産

業
や
自
動
車
産
業
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
流
体
力
学
に

お
け
る
移
動
境
界
問
題
に
属
す
る
が
、
氏
の
一
連
の
研
究
は
、
こ
の
分
野
の
研

究
を
リ
ー
ド
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
業
績
は
、
数
多
く
の
研
究
論
文
と
し
て
国
際
誌
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
一
九
八
四
年
に
は
、A

cadem
ic

Press

社
のA

dvances
in

A
p-

plied
M

echanics

誌
（
第
二
四
巻
）
に
ま
と
ま
っ
た
成
果
と
し
て
収
録
さ
れ
て

い
る
。
船
舶
流
体
力
学
の
世
界
で
は
、
毎
年
一
人
の
研
究
者
が
選
ば
れ
レ
ク
チ

ャ
ー
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（W

einblum
M

em
orialL

ecture

）
が
、
宮
田

氏
は
二
〇
〇
二
年
に
二
四
人
目
の
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
に
選
ば
れ
た
。
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主
要
な
著
書
お
よ
び
論
文
の
目
録

著
書

1.
N

onlinear
Ship

W
aves

―A
dvances

in
A

pplied
M

echanics
V

ol.24,PP
215−

288

H
ideakiM

iyata,T
akao

Inui,A
cadem

ic
Press

(1984).

2.
Potential

Flow
of

Fluids

―A
dvance

in
Fluid

M
echanics,H

ideaki
M

iyata,E
d.

M
.R

ahm
an,C

om
putationalM

echanics
Publications

(1994).

3.

計
算
力
学
Ⅳ
―
自
由
・
移
動
境
界
問
題
の
近
似
解
析
―
、
宮
田
秀
明
、
登
坂
・
矢
川

編

共
著
、
養
賢
堂
（
一
九
九
五
）。

4.

数
値
流
体
力
学
シ
リ
ー
ズ
―V

ol.4

移
動
境
界
流
れ
解
析
―
、
宮
田
秀
明
共
編
共

著
、
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
九
五
）。

5.

ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
―
レ
ー
シ
ン
グ
ヨ
ッ
ト
の
先
端
技
術
―
、
宮
田
秀
明
、
岩
波
科

学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
４０
（
一
九
九
六
）。

6.

熱
流
体
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
―
熱
流
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
リ
ー
ズ
５
―
、

宮
田
秀
明
、
日
刊
工
業
新
聞
社

共
著
（
一
九
九
七
）。

7.

ヨ
ッ
ト
の
科
学
、
宮
田
秀
明
共
著
、
シ
ッ
プ
ア
ン
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
財
団
（
一
九
九

八
）。

8.

乱
流
の
数
値
流
体
力
学
、
宮
田
秀
明
、
大
宮
司
・
三
宅
・
吉
沢
編

共
著
、
東
京
大

学
出
版
会
（
一
九
九
八
）。

9.

ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
宮
田
秀
明
、
東
京
大
学
出
版
会
（
二
〇
〇

〇
）。

10.

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
克
つ
！
、
宮
田
秀
明
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
（
二
〇
〇

二
）。

11.

理
系
の
経
営
学
、
宮
田
秀
明
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
（
二
〇
〇
三
）。

12.

仕
事
の
や
り
方
間
違
え
て
ま
す
―
成
功
を
手
に
す
る
「
理
系
思
考
」
１０
の
法
則

―
、
宮
田
秀
明
、
祥
伝
社
（
二
〇
〇
四
）。

主
要
研
究
論
文
リ
ス
ト

―
自
由
表
面
衝
撃
波
の
研
究
―

1.
H

.M
iyata,C

haracteristics
of

free
surface

shock
w

aves
around

w
edge

m
odels,

Proc
.

C
ontinued

W
orkshop

on
Ship

W
ave-R

esistance
C

om
putations

,
Izu

Shuzenji(O
ct.1980).

2.
H

.
M

iyata,
C

haracteristics
of

nonlinear
w

aves
in

the
near-field

of
ships

and

their
effects

on
resistance,

Proc.
13

th
Sym

posium
on

N
aval

H
ydrodynam

ics,

T
okyo

(1980),335−
351.

3.
H

.M
iyata,T

.Inuiand
H

.K
ajitani,Free

surface
shock

w
aves

around
ships

and

their
effects

on
ship

resistance,J.Soc.N
av.A

rchit.Jpn.147
(June

1980),1−
9.

N
av.A

rchit.O
cean

E
ngng.18

(1980),1−
9.

4.
H

.M
iyata,A

.M
asuko,H

.K
ajitaniand

K
.A

oki,C
haracteristics

of
free

surface

shock
w

aves
around

w
edge

m
odels

(second
report),

J.
Soc.

N
av.

A
rchit.

Jpn.

151
(July

1982),1−
14.

5.
K

.A
oki,H

.M
iyata,S

.N
ishim

ura
and

H
.K

ajitani,
N

um
erical

analysis
of

free

surface
shock

w
aves

around
bow

by
m

odified
M

A
C

-m
ethod

(third
report),

J.

Soc.N
av.A

rchit.Jpn.153
(June

1983),13−
20.

6.
T

.Inui,H
.K

ajitaniand
H

.M
iyata,N

onlinear
free-surface

w
aves

and
com

puta-

tional
hydrodynam

ics-T
rends

of
ten

years
research

at
the

T
okyo

U
niversity

T
ank

,
75th

A
nniversary

H
SV

A
International

Sym
posium

,
H

am
burg

(Sept.

1988),1−
39.Schiffstechnik

36−
1

(M
arch

1989),3−
21.

7.
H

.M
iyata,M

.K
anai,N

.Y
oshiyasu

and
Y

.Furuno,D
iffraction

w
aves

about
an

advancing
w

edge
m

odel
in

deep
w

ater,
Journal

of
Ship

R
esearch

34−
2

(June

1990),105−
122.

―
船
の
形
の
設
計
法
の
開
発
―

1.
H

.
M

iyata,
Y

.
T

suchiya
and

T
.

Inui,
R

esistance
reduction

by
stern-end-bulb

(firstreport),J.Soc.N
av.A

rchit.Jpn.148
(D

ec.1980),10−
16.
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2.
H

.M
iyata,H

.K
ajitani,M

.N
ito,K

.A
oki,M

.N
agaham

a
and

Y
.T

suchiya,Free

surface
shock

w
aves

and
m

ethods
for

hull
form

im
provem

ent
(second

report),

J.Soc.N
av.A

rchit.Jpn.152
(Jan.1983),13−

21.

3.
H

.M
iyata,H

.K
ajitani,S

.N
ishim

ura,H
.T

om
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.H
orie

and
S

.
K

uzum
i,

A
m

ethod
of

m
inim

izing
w

ave
resistance

for
hull

form
s
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m

iddle-speed
ships,

J.K
ansaiSoc.N

av.A
rchit.Jpn.189

(June
1983),71−

82.

4.
H

.M
iyata,S

.N
ishim

ura
and

H
.

K
ajitani,

Finite-difference
sim

ulation
of

non-

breaking
3-D

bow
w

aves
and

breaking
2-D

bow
w

aves,Proc.
4th

Inter.
C

onf.

on
N

um
ericalShip

H
ydrodynam

ics,W
ashington

(Sept.1985),259−
292.

5.
H

.M
iyata,T

.O
hm

oriand
E

.K
am

al,H
ydrodynam

ical
design

of
super-slender-

tw
in-hull

ferries
by

C
FD

techniques,
Proc.

6
th

Inter.
C

onf.
N

um
erical

Ship

H
ydrodynam

ics,Iow
a

(A
ug.1993).

6.
H

.
M

iyata
,

H
.

A
kim

oto
and

F
.

H
iroshim

a
,

C
FD

perform
ance

prediction

sim
ulation

for
hull-form

design
of

sailing
boats,Journal

of
M

arine
Science

and

T
echnology

(1997),2:257−
267.

7.
H

.
M

iyata
and

Y
.-W

.
L

ee,
A

pplication
of

C
FD

sim
ulation

to
the

design
of

sails,Journalof
M

arine
Science

and
T

echnology,V
ol.4

(1999),163−
172.

8.
H

.
O

rihara
and

H
.

M
iyata,

N
um

erical
sim

ulation
m

ethod
for

flow
s

about
a

sem
i-planning

boat
w

ith
a

transom
stern

,
Journal

of
Ship

R
esearch

,
V

ol.44,

N
o.3

(Sept.2000),170−
185.

9.
H

.
A

kim
oto

and
H

.
M

iyata,
Finite−

volum
e

sim
ulation

m
ethod

to
predict

the

perform
ance

of
a

sailing
boat,

Journal
of

M
arine

Science
and

T
echnology

(2002),7:31−
42.

―
数
値
モ
デ
ル
の
開
発
―

1.
H

.
M

iyata
and

S
.

N
ishim

ura,
Finite-difference

sim
ulation

of
nonlinear

ship

w
aves,J.Fluid
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